
会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。
◆年会費 4,000円 毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。
◆終身会費 40,000円 最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

梅窓会では会報・ブログ等に皆様の近況や同窓会・同期会、同窓生同士の旅
行記事等を掲載いたします。記事投稿をご希望の方は毎月第2土曜日（8月除
く）午後2時～4時に運営委員会までお電話をお願いします。またパソコン＆電
子メールを活用されている方は、「梅窓会ブログ」内メールで直接記事を投稿す
ることも可能です。あなたの情報をお待ちしています。

会費納入はカンタンです！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。

＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに「♯」を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
梅窓会 広報部会

検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
クリックするだけでご覧になれます。

検索梅窓会ブログ

同窓会情報＆投稿記事・募集中！

日本学園創立130周年の記念式典が挙行された翌10月3日、新宿 京

王プラザホテルの最上階「あけぼの」の間にて、梅窓会主催の記

念同窓会パーティーが開催されました。当日は昭和20年代から平

成卒のOB、教職員、PTA役員が一同に集結し、昨年の懇親会の倍

以上となる170名の方々が出席。母校の記念すべき年に相応しい

盛大な会となりました。

パーティーは梅窓会 髙木会長（S30卒）の挨拶並びにご来賓の挨

拶を賜り、宮原副会長（S34卒）の乾杯でスタート。会場のあち

らこちらで、同期同窓の懐かしい話や記念撮影で盛り上がりまし

た。その後、乱一世氏（S44卒）が登場、司会を引き継ぎテレビ

で見るお姿そのままの軽妙なトークを披露。後半はジャズピアニ

スト佐山こうた氏（H12卒）率いるトリオによるムーディな演奏

に会場中が酔いしれました。終盤行われた大ビンゴゲームでは、

皆さま真剣そのもので参加し、数字が発表されるごとに歓声とた

め息に包まれました。またパーティーの随所で活躍するＯＢを紹

介。スピーチされたどの方の言葉からも、日本学園への思いを深

く感じました。会の最後には全員で校歌と学園歌を声高らかに斉

唱。さらなる飛躍と発展を目指す母校へエールを送り、三本締め

の後、散会となりました。ご多忙にもかかわらず、出席頂いた皆

さまに厚く御礼申し上げます。

梅窓会の服部親愛（ちかよし）名誉会長がご

療養の中、昨年11月13日に亡くなられました。

享年105歳。

服部名誉会長は日本中学を昭和２年に卒業さ

れた私たちの大先輩であり、平成４年から三

期９年間、梅窓会の会長として尽力されまし

た。会長時代は、橋本章、鈴木昭二、槙學の三校長の間で三長会

（理事長・校長・梅窓会）の推進や、中高一貫教育を目指しての

中学再会、事業募金の要請や、評議員選出規定の制定により、同

窓から広く人材を求めるなど多方面にわたり活躍されました。又、

学校教育の為、私財を投じて寄付される等、常に後輩への思いや

りの支援もされました。

他面、航海クラブ会長とし世界や国内各地をクルージングなどを

され、東京港へ商船三井の豪華客船が入港した折りには貸し切り

で梅窓会や学校関係者などの新年会を催していただことも懐かし

い思い出です。又、ご自身で車を運転されて、軽井沢の別荘など

出かけられる等幅広い趣味ももたれていました。

名誉会長のご冥福をお祈り致します。合掌！

（S34年卒　宮原洋一）

日本学園創立130周年記念同窓会パーティー
盛大に開催されました。

在校生活躍

服部名誉会長逝去される

Baisoukai Todayは直近１年間に梅窓会にお寄せいただいた同期会・同窓会の開催報告と、若手ＯＢや在校生（準会員）の活躍を紹介、
さらに日本の社会に多大な影響、貢献した先輩に関する取材記事をプラスした毎年早春に発行される梅窓会の会員情報冊子です。

130年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には、多彩な分野で活躍する日校健児が沢山おります。このページで
は新しいステージで奮闘する若手ＯＢ、文武両道で母校をリードする在校生にスポットを当てて紹介いたします。

バスケットボール部　全国大会出場。「ウインターカップ」全国ベスト16
高校バスケの頂上決戦「ウィンターカップ」その開催地代表として初出場の日学バスケ部。若手から年
配までの沢山の梅窓会ＯＢ有志、在校生そして教職員、父母、日学バスケファンが試合会場の東京体育
館に応援に駆けつけ、全員で日学バスケ部の素晴らしい試合ぶりを思い切り応援しました。２４日の初
戦はウィンターカップ25回出場の青森の「弘前実業高校」を８５：７６で劇的な逆転劇で勝利し、続く２
５日はシード校の熊本の「東海大熊本星翔」を６４：５８で撃破しました。２６日の３回戦は今回準優勝
した大型選手を擁する全国屈指の強豪校「土浦日本大学高校」には破れましたが初出場で「全国ベス
ト１６」という素晴らしい試合結果となりました。4月からは待望の身長190センチ台の選手がバスケ部
に入部するようです。我々梅窓会ＯＢはまた来年もバスケ部の応援に忙しくなりそうです。選手諸君、
コーチ陣の皆様、本当にお疲れ様でした。

高校１年森川君　韓国でテコンドーで３位入賞
高校１年森川真輝君が11月末に韓国のソウル近郊の城南（ソンナム）市で開催された城南市生活体育
会主催の「日・韓ジュニアスポーツ交流2015」のテコンドー競技に中・高の試合に40人の１人として代
表に選ばれ、日本テコンドー協会より派遣され、見事無差別級で３位入賞をしました。
森川君はテコンドーを小学校４年から始められ、日本学園にはテコンドーのクラブがない為、学校から
帰った後、毎日江戸川区の自宅より船橋市の道場まで電車で30分かけ通い、午後７時より９時まで練
習されています。今後の活躍が期待されます。

「吹奏楽部第22回定期演奏会」

還暦を迎えたＯＢの方に梅窓会からのお願い。

「日本学園創立130周年記念募金」のお願い

恒例の吹奏楽部第22回定期演奏会を３月24日（木）夕刻６時より狛江エコマホール（小田急線狛江駅
前）にて行われます。（入場は無料です）
吹奏楽部は近郊地域の慰問／訪問・出前演奏も行っており皆様から温かい拍手とメッセージをいただ
き、地元の方々も毎年楽しみにしており、今回も大勢の方が来場される事を期待しております。梅窓会
ＯＢの方も大歓迎とのことですので、ぜひお越し下さい。

梅窓会では還暦を迎えたＯＢの方にお祝いとして梅窓会の会報「Baisoukai　Today」（年一回2月に発行）と、「梅窓会報」（年2回5月、
11月に発行）を進呈しております。初めて会報をご覧になられた方が多いのではないかと思いますが、梅窓会の活動状況報告、クラス会
開催報告、ＯＢ・在校生の活躍記事、そして懐かし母校日本学園の最新の情報など盛り沢山の内容で発行しております。
日本学園のＯＢ会である梅窓会活動を維持発展していく為には皆様の絶大なご理解とご支持、そして運営していくための原資である皆様
の会費納入によるところが大でございます。しかし近年会費納入状況が目に見えて減少しており、このままでは梅窓会の活動に支障をき
たす事態にならざるを得ない厳しい状況です。
今号に還暦を迎えた皆様にご支援いただきたく「会費納入」と「創立130周年記念募金」の振替用紙を同封させていただきました。未納の
方にはぜひ梅窓会の活動にご支援していただきまようお願いいたします。

10月初旬に梅窓会主催「日本学園創立130周年記念同窓会パーティー」が盛大に実施されましたが、梅窓会では教育環境の整備向上および
在校生の更なる支援を目的に「日本学園創立130周年記念募金」を昨年5月に立ち上げ募金活動をおこなっております。まだまだ目標額に
は至らないのが実情でございます。皆さまのご協力とご支援をよろしくお願いいたします。
●記念募金：一口5,000円（口数の制限なし）。郵便振替払込書を同封させていただきました。
●募金の目的：日本学園の教育環境の整備向上と在校生の更なる支援

募金期間：平成27年5月1日～平成28年3月31日
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文化勲章を授賞された本校出身者で唯一日本中学校を卒業されたの

は、岩波書店の創業者・岩波茂雄です。

茂雄は明治14（1881）年に8月14日に長野県諏訪郡中洲村中金子

（現諏訪市中洲中金子＝中央高速自動車道諏訪IC近く）で農家の長

男として生まれた。本校の前身の東京英語学校の創立（1885年）の

4年前のことである。

明治29（1895）年4月に14歳で諏訪實科中學校（現長野県諏訪清陵高等学校）に第一回生

として入学。当時村では中学入学は異例で、家業を継ぐ長男である茂雄は進んで入学した。

翌年の明治30（1896）年1月父義質が享年37歳心臓病で亡くなる。

明治32年（1899）2月　18歳の時、東京遊学の念止みがく、かねてより尊敬していた日本

中学校杉浦重剛校長宛に、家が貧しかった為、学僕として杉浦家で使っもらい、日本中学

校へ編入を熱意を込めて毛筆による懇願の直訴状を出した。約2500字、半紙8枚にのぼる

「請願書」と題する手紙を読んだ杉浦は岩波の至誠

にいたく感じ、書生は無理だが、ともかく一度上京

するようにと返書を出した。3月26日に諏訪實科中学

校4年を卒業を機に、母のひそかなる了承のもとに上

京し、編入試験を受けたが、残念ながら不合格に

なってしまった。茂雄は不合格に憤慨し、杉浦を

慕って来て入れないというなら、死ぬと言って、杉

浦先生に直々談判してくると言いだし出かけた。失

敗したからといって、他校には入ろる気は毛頭ない

といい、そこで杉浦は岩波の至誠に感動して、僕が

再試験をして結果がよかったなら入れてやろうとい

うことになり合格、特例中の特例で5年に編入した。

翌年3月、19歳で岩波は小坂順造、後年外務次官に

なった小村欣一、警視総監になった長谷川久一、医

学博士の塩谷不二雄等諸氏と共に日本中学校を卒業

した。

その時、杉浦先生に宛てた請願書の全文を紹介します。

12月2日の朝日新聞の夕刊の文化欄に「ここにしかない明確な姿」「一

人のための美術館」として3つの美術館が紹介され、今井兼次の設計し

た彫刻家、荻原守衛（1879～1910）の「碌山美術館」が最初に紹介さ

れました。日本で一番美しい美術館はどこか？と問われれば、私は長

野県安曇野市にある「碌山美術館」を即座に挙げる。黒ずみ不揃いな

レンガを使ったこの美術館は周囲の自然と溶け込み実に美しく、中に

入れば碌山の作品とも響きあっていることが実感として伝わってくる。

設計した今井兼次は、この美術館の設計思想を端的に表す言葉を残し

ている。「一様につくられたレンガでは物足りない」。今井兼次

（1895～1987）は、我が日本学園のＯＢ，現在の松原校舎を設計した

日本を代表する建築家。この「一様につくられたレンガでは物足りな

い」の今井の言葉は、明治18年の開校以来、脈々と続く自由で個性豊

かな日本学園の校風が今井兼次にも引き継がれていたことを明確に物

語っている。2月に入り春を待つ安曇野、その中にひっそりと建つ「碌

山美術館」はどんな姿で来場者を迎えてくれるだろうか。

広報部会　S44年卒　中村　隆

昭和３１年卒　喜寿同期会開催

昭和３8年卒　同期「三八会」幹事会

岩波茂雄の杉浦重剛先生への日本中学入学請願書

今井兼次氏設計　安曇野「碌山美術館」

「人物往来」 ミスター社会人野球 西郷泰之さん（H3卒）
栄光の記録を刻み、現役引退

長い歴史を誇る日本学園には沢山の同窓会があちこちで開かれております。学友や試験、部活動の思い
出、恩師の思い出など多感な年代を日本学園で過ごしたそれぞれの思い出を各人の近況報告等を交えて
語り合い旧交を温めております。併せて部活動を側面から応援するOB達、同窓会を支えるOB組織であ
る梅窓会運営委員の活動もご紹介いたします。　

同窓会・梅窓会
フラッシュ

平成27年12月3日（木）明大前駅脇の中華料理店“栄新樓”にて「三八会」幹事会を開いた。平
成28年度の同期会日程、開催場所、予算（会費）のほか「三八会」の今後の在り方等話し合っ
た。同期会開催日程は秋に予定。開催場所は未定。次回幹事会で決定することになった。
幹事：安藤鎮男、臼井良一、鈴木秀明、野田隆造、瀧澤征宏、稲垣一郎、川本雅之

レポートS38年卒　川本雅之

昭和44年卒　はじめての同期会を開催
昨年10月初旬に新宿京王プラザホテルで開催された「日本学園創立130周年記念同窓会パーティー」
会場に、昭和44年卒メンバーが９名参加しました。130周年記念同窓会パーティーで大いに盛り上がっ
た後、写真部ＯＢの大西氏の紹介で隣の新宿住友ビル最上階にある居酒屋「どんと」に場所を移し「日
本学園昭和44年卒業同期会」を開催しました。乾杯のあと日本学園梅窓会の運営委員広報部会の中村
より日本学園の現状説明（経営、進学状況、強豪校に育っている部活動など）を質問を交えながら、させ
てもらいました。卒業後４６年を経過し皆頭には白いものが目立ちますが、ともに学び過ごした学友と
語らうのは実に楽しく心休まるものでした。母校日本学園に対する関心と愛校心は皆若い時よりも強
くなっていると感じました。今後はこれを機会に年に１回は同期会を開催しようという事で再会を約し
散会しました。 レポートS44年卒　中村　隆

千葉君は日本学園在学時、ラグビー部に所属。卒業後嵐山カントリー
クラブ（埼玉県）に入社。その後、1974年プロゴルファー試験に合格。
ゴルフ評論家として著名な金田武明氏に師事し、多大なる影響を受
け指導者の道を歩むことになる。指導者としてジュニア時代の横尾要
プロ、池田勇太プロ（現在男子プロゴルファー選手会会長）、市原弘大
プロ、女子では飯島茜プロ、葭葉ルミプロ等多数のプロゴルファーを
指導した。また、テレビではＪスカイスポーツのゴルフ番組で全英、全
米オープントーナメント等海外メジャーの試合の解説者として出演。
そのほかゴルフ関係の著書を多数
出版。そして1994年、北谷津ゴル
フガーデンにおいて“千葉晃ジュ
ニアゴルフミーティング”教室を開
催し、歴史は20年以上、回数にし
て250教室を実施し、ジュニアゴル
ファーの育成をしている。

S38年卒　川本雅之

 ・全国小学生ゴルフ連盟理事長
 ・NPO法人日本ジュニアゴルファー協議会理事

昭和38年卒業　千葉　晃プロ 西郷氏は平成3年に日本学園卒業
後、三菱自動車川崎に入社。たゆま
ぬ努力を続け４年目の都市対抗で
活躍しチームの中心選手となり96
年開催のアトランタ五輪に出場。日
本の銀メダル獲得へ大きく貢献し
ました。00年、都市対抗初優勝に貢
献。ＭＶＰにあたる橋戸賞を受賞し

ました。その後も2度の優勝を経験。09年にホンダの誘いを受け移
籍。3番長野(現読売ジャイアンツ)、4番西郷という強力打線が実現
し、ホンダは13年ぶりの都市対抗優勝を成し遂げました。西郷選手
はその勝負強さから、いつしか「都市対抗優勝請負人」、「ミスター社
会人」と呼ばれるようになります。2012年、都市対抗初戦の第一打席
で豪快な3ランを放ち、遂に大会通算本塁打記録の14本に並びまし
た。25年間の選手生活で不屈の闘志と野球への情熱で大記録を打ち
立てました。
09年10月梅窓会インタビューの際には「日本学園硬式野球部で3年
間厳しい練習に耐えて頑張れたことが現在の大きな財産になってい
る」と話されました。今後は豊富な経験を生かして、指導者として球界
へ戻ってくることが大いに期待されています。 S56年卒　安斎純一

10月29日(木)　昭和31年卒の同期会を前回の古稀(70歳)以来、7年ぶりに開催。会場の有楽町
「ニュートーキョーさがみ」に30数名の元日校健児が集い、久しぶりに顔を合わせた旧友たちとビー
ル、ワインを飲み交わし、おいしい料理に舌鼓を打ちました。何年の時が経っても日学生として共に過
ごした彼らと語らうのは楽しいものです。次回は3年後、傘寿への再会を約束し、散会となりました。

レポートS31年卒　河井春生

杉浦重剛先生に奉る書　請願書の冒頭及び末尾

左：千葉晃プロ　右：池田勇太プロ
（池田勇太プロ初優勝記念）

ジュニアゴルファー育成のパイオニア・スペシャリスト
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文化勲章を授賞された本校出身者で唯一日本中学校を卒業されたの

は、岩波書店の創業者・岩波茂雄です。

茂雄は明治14（1881）年に8月14日に長野県諏訪郡中洲村中金子

（現諏訪市中洲中金子＝中央高速自動車道諏訪IC近く）で農家の長

男として生まれた。本校の前身の東京英語学校の創立（1885年）の

4年前のことである。

明治29（1895）年4月に14歳で諏訪實科中學校（現長野県諏訪清陵高等学校）に第一回生

として入学。当時村では中学入学は異例で、家業を継ぐ長男である茂雄は進んで入学した。

翌年の明治30（1896）年1月父義質が享年37歳心臓病で亡くなる。

明治32年（1899）2月　18歳の時、東京遊学の念止みがく、かねてより尊敬していた日本

中学校杉浦重剛校長宛に、家が貧しかった為、学僕として杉浦家で使っもらい、日本中学

校へ編入を熱意を込めて毛筆による懇願の直訴状を出した。約2500字、半紙8枚にのぼる

「請願書」と題する手紙を読んだ杉浦は岩波の至誠

にいたく感じ、書生は無理だが、ともかく一度上京

するようにと返書を出した。3月26日に諏訪實科中学

校4年を卒業を機に、母のひそかなる了承のもとに上

京し、編入試験を受けたが、残念ながら不合格に

なってしまった。茂雄は不合格に憤慨し、杉浦を

慕って来て入れないというなら、死ぬと言って、杉

浦先生に直々談判してくると言いだし出かけた。失

敗したからといって、他校には入ろる気は毛頭ない

といい、そこで杉浦は岩波の至誠に感動して、僕が

再試験をして結果がよかったなら入れてやろうとい

うことになり合格、特例中の特例で5年に編入した。

翌年3月、19歳で岩波は小坂順造、後年外務次官に

なった小村欣一、警視総監になった長谷川久一、医

学博士の塩谷不二雄等諸氏と共に日本中学校を卒業

した。

その時、杉浦先生に宛てた請願書の全文を紹介します。

12月2日の朝日新聞の夕刊の文化欄に「ここにしかない明確な姿」「一

人のための美術館」として3つの美術館が紹介され、今井兼次の設計し

た彫刻家、荻原守衛（1879～1910）の「碌山美術館」が最初に紹介さ

れました。日本で一番美しい美術館はどこか？と問われれば、私は長

野県安曇野市にある「碌山美術館」を即座に挙げる。黒ずみ不揃いな

レンガを使ったこの美術館は周囲の自然と溶け込み実に美しく、中に

入れば碌山の作品とも響きあっていることが実感として伝わってくる。

設計した今井兼次は、この美術館の設計思想を端的に表す言葉を残し

ている。「一様につくられたレンガでは物足りない」。今井兼次

（1895～1987）は、我が日本学園のＯＢ，現在の松原校舎を設計した

日本を代表する建築家。この「一様につくられたレンガでは物足りな

い」の今井の言葉は、明治18年の開校以来、脈々と続く自由で個性豊

かな日本学園の校風が今井兼次にも引き継がれていたことを明確に物

語っている。2月に入り春を待つ安曇野、その中にひっそりと建つ「碌

山美術館」はどんな姿で来場者を迎えてくれるだろうか。

広報部会　S44年卒　中村　隆

昭和３１年卒　喜寿同期会開催

昭和３8年卒　同期「三八会」幹事会

岩波茂雄の杉浦重剛先生への日本中学入学請願書

今井兼次氏設計　安曇野「碌山美術館」

「人物往来」 ミスター社会人野球 西郷泰之さん（H3卒）
栄光の記録を刻み、現役引退

長い歴史を誇る日本学園には沢山の同窓会があちこちで開かれております。学友や試験、部活動の思い
出、恩師の思い出など多感な年代を日本学園で過ごしたそれぞれの思い出を各人の近況報告等を交えて
語り合い旧交を温めております。併せて部活動を側面から応援するOB達、同窓会を支えるOB組織であ
る梅窓会運営委員の活動もご紹介いたします。　

同窓会・梅窓会
フラッシュ

平成27年12月3日（木）明大前駅脇の中華料理店“栄新樓”にて「三八会」幹事会を開いた。平
成28年度の同期会日程、開催場所、予算（会費）のほか「三八会」の今後の在り方等話し合っ
た。同期会開催日程は秋に予定。開催場所は未定。次回幹事会で決定することになった。
幹事：安藤鎮男、臼井良一、鈴木秀明、野田隆造、瀧澤征宏、稲垣一郎、川本雅之

レポートS38年卒　川本雅之

昭和44年卒　はじめての同期会を開催
昨年10月初旬に新宿京王プラザホテルで開催された「日本学園創立130周年記念同窓会パーティー」
会場に、昭和44年卒メンバーが９名参加しました。130周年記念同窓会パーティーで大いに盛り上がっ
た後、写真部ＯＢの大西氏の紹介で隣の新宿住友ビル最上階にある居酒屋「どんと」に場所を移し「日
本学園昭和44年卒業同期会」を開催しました。乾杯のあと日本学園梅窓会の運営委員広報部会の中村
より日本学園の現状説明（経営、進学状況、強豪校に育っている部活動など）を質問を交えながら、させ
てもらいました。卒業後４６年を経過し皆頭には白いものが目立ちますが、ともに学び過ごした学友と
語らうのは実に楽しく心休まるものでした。母校日本学園に対する関心と愛校心は皆若い時よりも強
くなっていると感じました。今後はこれを機会に年に１回は同期会を開催しようという事で再会を約し
散会しました。 レポートS44年卒　中村　隆

千葉君は日本学園在学時、ラグビー部に所属。卒業後嵐山カントリー
クラブ（埼玉県）に入社。その後、1974年プロゴルファー試験に合格。
ゴルフ評論家として著名な金田武明氏に師事し、多大なる影響を受
け指導者の道を歩むことになる。指導者としてジュニア時代の横尾要
プロ、池田勇太プロ（現在男子プロゴルファー選手会会長）、市原弘大
プロ、女子では飯島茜プロ、葭葉ルミプロ等多数のプロゴルファーを
指導した。また、テレビではＪスカイスポーツのゴルフ番組で全英、全
米オープントーナメント等海外メジャーの試合の解説者として出演。
そのほかゴルフ関係の著書を多数
出版。そして1994年、北谷津ゴル
フガーデンにおいて“千葉晃ジュ
ニアゴルフミーティング”教室を開
催し、歴史は20年以上、回数にし
て250教室を実施し、ジュニアゴル
ファーの育成をしている。

S38年卒　川本雅之

 ・全国小学生ゴルフ連盟理事長
 ・NPO法人日本ジュニアゴルファー協議会理事

昭和38年卒業　千葉　晃プロ 西郷氏は平成3年に日本学園卒業
後、三菱自動車川崎に入社。たゆま
ぬ努力を続け４年目の都市対抗で
活躍しチームの中心選手となり96
年開催のアトランタ五輪に出場。日
本の銀メダル獲得へ大きく貢献し
ました。00年、都市対抗初優勝に貢
献。ＭＶＰにあたる橋戸賞を受賞し

ました。その後も2度の優勝を経験。09年にホンダの誘いを受け移
籍。3番長野(現読売ジャイアンツ)、4番西郷という強力打線が実現
し、ホンダは13年ぶりの都市対抗優勝を成し遂げました。西郷選手
はその勝負強さから、いつしか「都市対抗優勝請負人」、「ミスター社
会人」と呼ばれるようになります。2012年、都市対抗初戦の第一打席
で豪快な3ランを放ち、遂に大会通算本塁打記録の14本に並びまし
た。25年間の選手生活で不屈の闘志と野球への情熱で大記録を打ち
立てました。
09年10月梅窓会インタビューの際には「日本学園硬式野球部で3年
間厳しい練習に耐えて頑張れたことが現在の大きな財産になってい
る」と話されました。今後は豊富な経験を生かして、指導者として球界
へ戻ってくることが大いに期待されています。 S56年卒　安斎純一

10月29日(木)　昭和31年卒の同期会を前回の古稀(70歳)以来、7年ぶりに開催。会場の有楽町
「ニュートーキョーさがみ」に30数名の元日校健児が集い、久しぶりに顔を合わせた旧友たちとビー
ル、ワインを飲み交わし、おいしい料理に舌鼓を打ちました。何年の時が経っても日学生として共に過
ごした彼らと語らうのは楽しいものです。次回は3年後、傘寿への再会を約束し、散会となりました。

レポートS31年卒　河井春生

杉浦重剛先生に奉る書　請願書の冒頭及び末尾

左：千葉晃プロ　右：池田勇太プロ
（池田勇太プロ初優勝記念）

ジュニアゴルファー育成のパイオニア・スペシャリスト
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会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。
◆年会費 4,000円 毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。
◆終身会費 40,000円 最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

梅窓会では会報・ブログ等に皆様の近況や同窓会・同期会、同窓生同士の旅
行記事等を掲載いたします。記事投稿をご希望の方は毎月第2土曜日（8月除
く）午後2時～4時に運営委員会までお電話をお願いします。またパソコン＆電
子メールを活用されている方は、「梅窓会ブログ」内メールで直接記事を投稿す
ることも可能です。あなたの情報をお待ちしています。

会費納入はカンタンです！

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。

＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに「♯」を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
梅窓会 広報部会

検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
クリックするだけでご覧になれます。

検索梅窓会ブログ

同窓会情報＆投稿記事・募集中！

日本学園創立130周年の記念式典が挙行された翌10月3日、新宿 京

王プラザホテルの最上階「あけぼの」の間にて、梅窓会主催の記

念同窓会パーティーが開催されました。当日は昭和20年代から平

成卒のOB、教職員、PTA役員が一同に集結し、昨年の懇親会の倍

以上となる170名の方々が出席。母校の記念すべき年に相応しい

盛大な会となりました。

パーティーは梅窓会 髙木会長（S30卒）の挨拶並びにご来賓の挨

拶を賜り、宮原副会長（S34卒）の乾杯でスタート。会場のあち

らこちらで、同期同窓の懐かしい話や記念撮影で盛り上がりまし

た。その後、乱一世氏（S44卒）が登場、司会を引き継ぎテレビ

で見るお姿そのままの軽妙なトークを披露。後半はジャズピアニ

スト佐山こうた氏（H12卒）率いるトリオによるムーディな演奏

に会場中が酔いしれました。終盤行われた大ビンゴゲームでは、

皆さま真剣そのもので参加し、数字が発表されるごとに歓声とた

め息に包まれました。またパーティーの随所で活躍するＯＢを紹

介。スピーチされたどの方の言葉からも、日本学園への思いを深

く感じました。会の最後には全員で校歌と学園歌を声高らかに斉

唱。さらなる飛躍と発展を目指す母校へエールを送り、三本締め

の後、散会となりました。ご多忙にもかかわらず、出席頂いた皆

さまに厚く御礼申し上げます。

梅窓会の服部親愛（ちかよし）名誉会長がご

療養の中、昨年11月13日に亡くなられました。

享年105歳。

服部名誉会長は日本中学を昭和２年に卒業さ

れた私たちの大先輩であり、平成４年から三

期９年間、梅窓会の会長として尽力されまし

た。会長時代は、橋本章、鈴木昭二、槙學の三校長の間で三長会

（理事長・校長・梅窓会）の推進や、中高一貫教育を目指しての

中学再会、事業募金の要請や、評議員選出規定の制定により、同

窓から広く人材を求めるなど多方面にわたり活躍されました。又、

学校教育の為、私財を投じて寄付される等、常に後輩への思いや

りの支援もされました。

他面、航海クラブ会長とし世界や国内各地をクルージングなどを

され、東京港へ商船三井の豪華客船が入港した折りには貸し切り

で梅窓会や学校関係者などの新年会を催していただことも懐かし

い思い出です。又、ご自身で車を運転されて、軽井沢の別荘など

出かけられる等幅広い趣味ももたれていました。

名誉会長のご冥福をお祈り致します。合掌！

（S34年卒　宮原洋一）

日本学園創立130周年記念同窓会パーティー
盛大に開催されました。

在校生活躍

服部名誉会長逝去される

Baisoukai Todayは直近１年間に梅窓会にお寄せいただいた同期会・同窓会の開催報告と、若手ＯＢや在校生（準会員）の活躍を紹介、
さらに日本の社会に多大な影響、貢献した先輩に関する取材記事をプラスした毎年早春に発行される梅窓会の会員情報冊子です。

130年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には、多彩な分野で活躍する日校健児が沢山おります。このページで
は新しいステージで奮闘する若手ＯＢ、文武両道で母校をリードする在校生にスポットを当てて紹介いたします。

バスケットボール部　全国大会出場。「ウインターカップ」全国ベスト16
高校バスケの頂上決戦「ウィンターカップ」その開催地代表として初出場の日学バスケ部。若手から年
配までの沢山の梅窓会ＯＢ有志、在校生そして教職員、父母、日学バスケファンが試合会場の東京体育
館に応援に駆けつけ、全員で日学バスケ部の素晴らしい試合ぶりを思い切り応援しました。２４日の初
戦はウィンターカップ25回出場の青森の「弘前実業高校」を８５：７６で劇的な逆転劇で勝利し、続く２
５日はシード校の熊本の「東海大熊本星翔」を６４：５８で撃破しました。２６日の３回戦は今回準優勝
した大型選手を擁する全国屈指の強豪校「土浦日本大学高校」には破れましたが初出場で「全国ベス
ト１６」という素晴らしい試合結果となりました。4月からは待望の身長190センチ台の選手がバスケ部
に入部するようです。我々梅窓会ＯＢはまた来年もバスケ部の応援に忙しくなりそうです。選手諸君、
コーチ陣の皆様、本当にお疲れ様でした。

高校１年森川君　韓国でテコンドーで３位入賞
高校１年森川真輝君が11月末に韓国のソウル近郊の城南（ソンナム）市で開催された城南市生活体育
会主催の「日・韓ジュニアスポーツ交流2015」のテコンドー競技に中・高の試合に40人の１人として代
表に選ばれ、日本テコンドー協会より派遣され、見事無差別級で３位入賞をしました。
森川君はテコンドーを小学校４年から始められ、日本学園にはテコンドーのクラブがない為、学校から
帰った後、毎日江戸川区の自宅より船橋市の道場まで電車で30分かけ通い、午後７時より９時まで練
習されています。今後の活躍が期待されます。

「吹奏楽部第22回定期演奏会」

還暦を迎えたＯＢの方に梅窓会からのお願い。

「日本学園創立130周年記念募金」のお願い

恒例の吹奏楽部第22回定期演奏会を３月24日（木）夕刻６時より狛江エコマホール（小田急線狛江駅
前）にて行われます。（入場は無料です）
吹奏楽部は近郊地域の慰問／訪問・出前演奏も行っており皆様から温かい拍手とメッセージをいただ
き、地元の方々も毎年楽しみにしており、今回も大勢の方が来場される事を期待しております。梅窓会
ＯＢの方も大歓迎とのことですので、ぜひお越し下さい。

梅窓会では還暦を迎えたＯＢの方にお祝いとして梅窓会の会報「Baisoukai　Today」（年一回2月に発行）と、「梅窓会報」（年2回5月、
11月に発行）を進呈しております。初めて会報をご覧になられた方が多いのではないかと思いますが、梅窓会の活動状況報告、クラス会
開催報告、ＯＢ・在校生の活躍記事、そして懐かし母校日本学園の最新の情報など盛り沢山の内容で発行しております。
日本学園のＯＢ会である梅窓会活動を維持発展していく為には皆様の絶大なご理解とご支持、そして運営していくための原資である皆様
の会費納入によるところが大でございます。しかし近年会費納入状況が目に見えて減少しており、このままでは梅窓会の活動に支障をき
たす事態にならざるを得ない厳しい状況です。
今号に還暦を迎えた皆様にご支援いただきたく「会費納入」と「創立130周年記念募金」の振替用紙を同封させていただきました。未納の
方にはぜひ梅窓会の活動にご支援していただきまようお願いいたします。

10月初旬に梅窓会主催「日本学園創立130周年記念同窓会パーティー」が盛大に実施されましたが、梅窓会では教育環境の整備向上および
在校生の更なる支援を目的に「日本学園創立130周年記念募金」を昨年5月に立ち上げ募金活動をおこなっております。まだまだ目標額に
は至らないのが実情でございます。皆さまのご協力とご支援をよろしくお願いいたします。
●記念募金：一口5,000円（口数の制限なし）。郵便振替払込書を同封させていただきました。
●募金の目的：日本学園の教育環境の整備向上と在校生の更なる支援

募金期間：平成27年5月1日～平成28年3月31日
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